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ごあいさつ

私たちの暮らしは、 実にさまざまなモノに囲まれています。 その多くは、 衣食住にかかわるも

ので、 長い歴史の中で生み出され、 改良されて現在に伝えられているものです。 それらのモノ

が生み出された背景には、 日々の生活の中で繰り返しおこなわれる動作を、 より効率良く、 よ

り便利におこなうための工夫があったことは言うまでもありません。

今回の企画展では、 生活の場に種々あるモノの中から、 「器 （うつわ）」 をテーマに展示し

ました。 「器」 という漢字が持つ 「物を入れおさめるもの。 転じて道具。」 という意味に注目し、

関連する資料を紹介しています。 この展示が、 私たちの暮らしをいつもとは違った視点で見直

す、 そのようなきっかけにしていただければ幸甚です。

最後に、 これらの貴重な資料をご提供くださいました皆様に厚く御礼申上げまして、 ごあいさ

つとさせていただきます。

宮代町郷土資料館

～ 凡 例 ～

１． 本書は、 平成 28 年 3 月 12 日 （土） から 5 月 8 日 （日） まで開催される、 宮代町郷土資料館 平

成 27 年度第 4 回企画展 「身のまわりの生活史 10 器いろいろ」 の展示図録です。

２． 展示期間中の休館日は下記の通りです。

3 月 14 ・ 22 ・ 28 日、 4 月 4 ・ 11 ・ 18 ・ 25 日、 5 月 2 ・ 6 日

３． 展示の企画及びポスター ・ 図録の執筆、 写真撮影、 デザイン、 編集は、 当館学芸員 横内美穂が

担当しました。 また、 一部資料の解説については、 当館学芸員 河井伸一の協力によりました。

４． 図録の構成は、 展示構成とは異なります。 掲載した写真の大きさは任意のものです。

５． 会場及び本書中の敬称は省略させていただきました。

６． 「器」 など、 言葉の定義についての参考文献は下記の通りです。

『大字典』 講談社 ： 1989 年 5 月 15 日第 24 刷

『広辞苑』 岩波書店 ： 1990 年 1 月 8 日第 3 版第 8 刷

７． 資料提供 ・協力者一覧 （五十音順 ・ 敬称略）

新井尚 ・ 小川清次 ・ 小河原悦子 ・ 金子和生 ・ 金子三春 ・ 小島雅郎 ・ 小島修 ・ 斉藤勘五郎 ・

関根文雄 ・ 田部井理一郎 ・ 中村忠男 ・ 成田総一 ・吉岡郁子 ・ 渡辺研二



「器 （うつわ）」 とは

『大字典』 （漢和辞典） で 「器」 という字を

調べると、 その成りたちとして次のようにありま

す。 「 と犬の合字。 は皿の形、 犬之を

守る義なりと説文に見ゆ。 （中略） 器の本義

は皿、転じて道具、ウツハの義となれりと。 （後

略）」

また 『広辞苑』 によると、 「物を入れおさめ

るもの。 いれもの。 転じて、 一般に器具。」 と

あります。 そして、 いれものや道具といったも

のは役にたつものであることから、 転じて人の

才能や才知などを表現する言葉としても使わ

れています。

この展示では、 器を本来の意味である 「い

れもの」 を示すものとします。 皆さんの身のま

わりにある器を思い浮かべたとき、 どのような

器があるでしょうか。

町域では、 今から 2 万年ほど前に人が住み

始めたと考えられますが、 当時の人々が使っ

ていた器や道具は、 石や土、 木、 動物など

の骨から作られていたと考えられます。 実際、

発掘調査などで発見された遺物には、 石で

作られた石皿や、 土から作られた土器が見つ

かっています。

旧石器時代から縄文時代、 弥生時代、 古

墳時代と次第に現代へと近づいてくるに従っ

て、 素材を加工して器を作りだす技術が向上

してきます。 技術の向上は新たな素材の活用

につながり、 結果として、 作りだされる器の種

類も増えてきました。

材質による器いろいろ

器を区別して表現する言葉はいろいろです

が、わかりやすいものとして 「素材による区別」

があります。 「器」 という漢字の前に、 木・土・

紙 ・ 金属 （金 ・ 銀 ・ 銅 ・ 鉄など） ・ 骨 ・ 漆

などといった漢字を置くことにより、 その器が作

られた素材と、 それに由来する特徴までを表

現することができています。 例えば、 同じく土

を基本的な素材にしている器でも、 土器 ・ 土

師器 ・ 須恵器 ・ 陶器 ・ 炻器 ・ 磁器と書き表

すことで、 素地の種類や釉薬の有無など使わ

れている素材の種類を示すだけでなく、 色や

硬度などといった焼き上がりの状態の違いなど

も明確に表現しています。

1. 石皿 縄文時代

2. 注口土器 縄文時代後期前葉



＊石器

石で造った種々の器具を示します。 主として、 先

史時代に使われた遺物をいいます。 石鏃 ・ 石斧な

どの利器、 石皿 ・ 石杵などの什器、 耳飾りなどの

装身具があります。 石材は、 安山岩 ・ 黒曜石 ・ 緑

泥片岩 ・ サヌカイト ・ 硬玉などが挙げられます。

＊土器

釉薬 （うわぐすり） を用いない素焼の器物です。

軟質の粘土を手でこねて作るため、 その形や文様

などに民族と時代の特色が反映されます。

3･4. ミニチュア土器 縄文時代後期初頭

6. 坏と蓋 （須恵器） 古墳時代

5.㳶 （須恵器） 古墳時代中期

＊須恵器 （すえき）

古墳時代中期から奈良 ・ 平安時代に行われた、

大陸系技術による素焼の土器です。 良質粘土で大

量生産し、 登窯 （のぼりがま） を使い、 高温の還

元焔で焼くため薄墨色を呈するのが一般的。 主とし

て食器 ・ 祭器として使用しました。

＊土師器 （はじき）

弥生式土器につづき古墳時代から平安時代にか

けて製作された素焼の土器です。 土師部の製作と

いわれます。 ほとんど文様がなく、 皿・碗・高坏 （た

かつき） ・ 壺などの食器が多いです。

7･8. 坏 （土師器） 古墳時代後期

＊陶器

土器のさらに進歩した焼物で、 素地 （きじ） が十

分に焼き締まらず吸水性があり、 不透明で、 その

上に光沢ある釉薬 （うわぐすり） を用いたものです。

＊磁器

素地 （きじ） がよく焼き締まっ

てガラス化し、 吸水性のない

純白透明性の焼物です。

9. 益子焼 土瓶 昭和時代

10. 染付松笹図水差 江戸時代



目的による器いろいろ

器を区別して表現する言葉で、 先に紹介し

た 「素材による区別」 の他に、「目的 （状態）

による区別」 があります。 「器」 という漢字の

前に、 食 ・ 酒 ・ 茶 ・ 什などといった漢字を置

くことにより、 その器がどういった目的で使われ

るのか、 どういった状態で使われるのかなどを

表現しています。 例えば、 「食器」 は食事に

使う器を示し、 「酒器」 は酒を呑む時に使用

する器で、 「什器」 は日常使用の家具や道

具を示します。 また、 「火器」 は火や火薬を

入れる道具を示し、 「花器」 は花などを生け

る器です。

いずれもその言葉を聞いた時には、 使用さ

れる状態を簡単に思い浮かべることができる

のではないでしょうか。

＊木器

木製の器物。 木のほかに竹や藤などが素材として

使われます。

＊金属器

金属で作られた器です。 素材として金、 銀、 銅、

青銅、 鉄、 アルミニウムなどさまざまなものが使わ

れています。

11. 箱膳 大正時代

12. 菓子皿 昭和 9 年

13. 弁当箱 昭和初期

＊紙器

紙製の容器です。 身近なものでは、 段ボール箱

や紙コップなどがあります。 現在のようにプラスチッ

クが主流になる前までは、 紙器はいろいろな種類

がありました。

14. 文箱 昭和初期

＊食器 ・ 酒器

食事に使う器具を食器、 酒を呑んだり酌んだりす

る器具を酒器といいます。 皿、 椀、 丼、 徳利、 盃

などさまざまです。

15. 染付菊花雲竜文蓋付壺

明治時代

16. 染付水草鯉図盃洗

江戸時代



＊什器

日常に使用する家具や道具のことをいいます。 箪

笥や長持、 行李、 抽斗などといったものが挙げられ

ます。

20. 九谷焼 煎茶器 近代

21. 九谷焼 煎茶器 近代

26. 裁縫箱 昭和初期

27. 渋張行李 昭和初期

＊火器

火をいれて使う道具です。 火鉢や懐炉、 足炉、

こたつ、 ストーブなどの暖房器具のほか、 行灯、 石

油ランプなどの照明器具もあります。

29. 足炉 近代

34. 石油ランプ 昭和初期

30. 足炉 近代

32. 火鉢 昭和初期



35. 花器 （薄端） 昭和時代
＊花器

花を生けるための器です。 陶器や磁器のほか、

金属、 ガラス、 竹、 藤などさまざまな材質のものが

あります。 また、 その大きさもさまざまです。

＊蓄音器

音波を記録したレコード盤から音を再生させる装

置を示します。 レコード盤上には、 音に対応する横

ぶれを有する溝が刻まれていて、 初期のものでは

溝に当たっている針の振動を金属板に伝えて直接

に音に変えましたが、 後に、 一度電気的な振動に

変えて、 増幅器 ・ スピーカーを経て音とする装置と

なりました。 「音を保存しておく器」 とすれば、カセッ

トテープや CD、 MP3 などの再生装置も、 蓄音器の

一種と言えるかもしれません

39. 染付蘇鉄図花入 江戸時代

38. 花器 （三つ足） 昭和時代

40. レコードプレーヤー 昭和 15 年頃

43. 夕やけ小やけ 昭和初期

42. 愛国行進曲 昭和 12年

44.TENNESSEE WALTZ 昭和初期

45. バンザイ 東京オリンピック 昭和 39 年



展示品リスト


